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リサイクル阻害要因説明書（積算段階） 様式４

発注機関名
工　事　名
工 事 概 要

Ⅰ．建設資材利用計画
土　　砂 砕　　石 ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物

　（　　　　％） 　（　　　　％） 　（　　　　％）
［　　　　 ％］ ［　　　　 ％］ ［　　　　 ％］

その他

Ⅱ．建設副産物搬出計画・実績
　　１．建設発生土、コンクリート塊、アスファルト・コンクリート塊

建設発生土 ｺﾝｸﾘｰﾄ塊 ｱｽﾌｧﾙﾄ･ｺﾝｸﾘｰﾄ塊
　（　　　　％） 　（　　　　％） 　（　　　　％）
［　　　　 ％］ ［　　　　 ％］ ［　　　　 ％］

その他

　　２．建設汚泥、建設発生木材、建設混合廃棄物
建設汚泥 建設発生木材 建設混合廃棄物

　（　　　　％） 　（　　　　％） 　（　　　　％）
［　　　　 ％］ ［　　　　 ％］ ［　　　　 ％］

その他

有害物質が混入している
再資源化施設がない
その他（下のます内に記入）

注）　それぞれの品目で再生資源利用率、再生資源化率及び再資源化・縮減率がそれぞれの目標値に達しな
　い場合（建設混合廃棄物については、再資源化・縮減率が０％の場合）は、該当品目の理由の欄に○印をつ
　ける。
　　理由の欄に該当するものがない場合には、［その他］の欄に○印をつけ、下のます欄に具体的に記入する。

再利用できる現場の要求する規格に適合しない

その他（下のます内に記入）

　　　　　　　　　　　　［　］内；目標値、（　）内；達成値

目標値を達成できない理由

他に利用できる現場がない
再利用できる現場の要求する規格に適合しない

有害物質が混入している
再資源化施設がない
その他（下のます内に記入）

　　　　　　　　　　　　［　］内；目標値、（　）内；達成値

目標値を達成できない理由

他に利用できる現場がない

再生材の規格が仕様に適合しない

　　　　　　　　　　　　［　］内；目標値、（　）内；達成値

再生資源利用率の目標値（100%）
を達成できない理由

再生材の供給場所がない
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あいくる材使用状況報告書 2020/3/31 様式８

工事情報チェック

[管理用] 報告番号

使用するあいくる材の一覧

②資材名
資材

チェック
③規格等 ④数量 単位

規格数量
チェック

⑤備考

)-

)-

)-

)-

)-

)-

)-

)-

)-

)-

)-

請負金額

全体チェック

①あいくる
認定番号

機関

工事名

発注者

路線名又
は施設名
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　様 式 ９

　　 ver.2020

工事名

単位

1-a ｔ

1-b ｔ

2-a  

2-b  

3-a 側溝、Ｕ字溝 ｍ

3-b 集水桝、人孔類 基

3-c 境界ブロック、縁石 ｍ

3-d Ｌ型擁壁 ｍ

3-e ボックスカルバート ｍ

3-f 積みブロック ㎡

3-g 張りブロック ㎡

4 ㎡

5 ㎡

6 ｍ

7 箇所

8 kg

9  

※記入上の注意
１．この集約は、工事ごとにあいくる材の使用の有無にかかわらず、完了時に提出する。
２．この様式は集約のため簡便化しており、それぞれの規格種類に関わらず合計する。
３．この様式はエクセルのファイルで提出すること
４．この様式は各発注者ごとでエクセルを使用して串刺し集計したものをファイルで集約する。
５．舗装用ブロックには、インターロッキング、平板ブロック等舗装用のブロックが該当する。

新材、通常材
（リサイクル以外

のもの）

型枠材

密粒・粗粒等アスファルト混
合物

あいくる材使用実績集約表
発注者

番号
集計項目

あいくる材
あいくる材
 以外の

リサイクル材

塩化ビニル管

資材名

工事用看板（流用を除く）

堆肥・植栽基盤材

建設汚泥流動化処理土

路盤材（RC-40等）

改質Ⅱ型アスファルト混合物

路盤材（瀝青安定処理）

コ
ン
ク
リ
|
ト
二
次
製
品

舗装用ブロック
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